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The purpose of this paper is to clarify the schema of Ma across all contexts.  From 
the standpoint of cognitive linguistics, a schema can be said to be a mode of cognition, 
which in this particular instance I shall term the “Ma-generating mode of cognition,” 
that can provide a unified account of phenomena that have, to date, been treated from 
different points of view. 
Ma-generating Mode of Cognition (M-mode cognition) is based on the Interactional 
Mode of Cognition (I-mode cognition) and the Displaced Mode of Cognition (D-mode 
cognition), as proposed by Nakamura (2004, 2009, 2016a, 2016b).  M-mode cognition 
takes shape when we think of language use itself as dynamic cognition.  We sometimes 
feel that the two modes of cognition are at work simultaneously.  That is when we 
experience the Ma-generating mode of cognition.  There are three types of M-mode 
cognition: Transient M-mode cognition, which differentiates the shift from I-mode 
cognition to D-mode cognition and vice versa, and Lasting M-mode cognition, in which 
one can experience both modes of cognition alternately.  If these states are shared with 
others, one can feel Intersubjective M-mode cognition, which is the third type. 
We deal with paradox, climax, inversion and kireji in haiku as examples of 
Transient M-mode Cognition and analyze oxymorons as an example that crystalizes 
Lasting M-mode cognition.  As an example of Intersubjective M-mode cognition, we 
examine parodic expressions.  We will also explore a story in which we can experience 






































中村（2004, 2009, 2016a, 2016b）の「Iモード認知」・「Dモード認知」という述語を導入
することで、「間」をより認識レベルに還元し、そのスキーマにアプローチできると考える。 
中村（2004, 2009, 2016a, 2016b）は、外界との主客未分のインタラクションを基盤とし
た、2つの認知モードを導入している。私たち認知主体は、一定の認知能力と行動力によっ
て対象と相互作用しながら、認知像を形成しているが、その認知のようすをモデル化した








































る。M モードは I モードと同様に、D モード認知によって事後的に痕跡として感じること
しかできない。よって、Iモードから Dモードへの移りの瞬間は、その痕跡がすぐに意識に
届くので、ダイナミックな落差として、驚きをもって受容者に感じられる（図 3）。一方、
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始めることになる（T.S. Elliot）。詩人は日常言語の Dモード認識と詩人自身の Iモード認識
に「間」の悪さを感じ、異義申し立てをする集団だとも言える。「太陽が地球の周りをまわる」
という定着した Dモード認知に、間尺の合わさなさを感じる科学者は「地球が太陽の周りをま
わるのでは」と考えるようになる。「言語は本能だ」とする Dモード認知に、間の悪さを感じ
る認知言語学者は「言語は習得だ」という観点から言語を明らかにしていく。 
世にいうパラダイム・シフト（cf. Thomas Kuhn）にしても、そのシフトによってより真実
が見えてくるというよりも、間のわるい Dモード認知の世界観が、しばし新たな Iモード認知
の世界観に置き換わるだけである。クオリア認知が欠如していると言われる哲学的ゾンビは、
Dモード認知のみがプログラムされているようなもので、Iモードや Mモード認知がなく、間
を感じることができない。落語でおなじみの「よたろう」や「間抜け」は、文字どおり Mモー
ドが抜け落ちているのであり、Dモード認知から Iモード認知へと適切に対応づけられないこ
と・人物である。以上具体例を拾い示したように、本研究の Mモードの提案は、まず「間」に
ついての徹底した認知的アプローチであるために、単に一定の言語現象の背後にある認知プロ
セスの解明ということにとどまらず、きわめて射程の広い認知モードの提案（あるいは認識論）
になっている。 
本論文は、8章からなる。第 1章は導入と論文構成の提示で、つづく第２章は、「居間」「客
間」などの「間」から「間に合う」の「間」へ、さらに剣術などにおける「間」、能や歌舞伎、
俳句、禅における「間」、フッサール現象学におけるメタノエシス概念を援用した、メタノエ
シスとしての「間」等々について、先行研究のエッセンスを、（もとは日本語で書かれた内容
であるが）英語で分かりやすく提示している。「間」を静的なものとしてではなく、ダイナミ
ックな、創造的な＜力＞として捉えるところが、先行研究にあることを示し、これが後の章の、
「間」の認知的分析へつながる。 
本論文の中核をなす第３章、第４章、第５章では、われわれ人間が有する２種類の認知モー
ド（Iモードと Dモード）が丁寧な議論で導入され、単純に２つの認知モードがあるとするだ
けでは十分ではなく、２つの認知モードの間を行き来する認知様式（Mモード認知）を重視・
特記すべきであり、これが言語の営み（あるいはヒトの営み）に強く反映していることを示す。
細かな議論の一端を示しておくと、I モード認知で生じる認知像（例えば、太陽の上昇）を、
Dモード認知が客体化し、太陽の上昇を客観的事実とみなす（少なくとも地動説登場以前はそ
うだった）。その客観的事実は、次に、また Iモード認知に戻って細かく観察されているうち
に、太陽の上昇は実は、そう見えているだけであって、認知主体の方が動いているのではない
か、というような認識（地動説）にたどり着く。このように、Iモードから Dモードへ、また
Dモードから Iモードへと、認知モード間を行き来しながら、新たな認識が生まれていく。こ
れがヒトに特徴的な認知の特徴であり、これが（人が生きているということ、集団をなしてい
るということの証であり）言語に反映し、表現形式と意味が生成変化するという議論である。
ある作家にとっては、作家業は「苦楽し」（くるたのしい）らしい。作家業を「楽しい」とか
「苦しい」とかありきたりの形容をする作家もいるが、その作家が作家業を Iモードでじかに
経験したところからすると、「苦楽し」としか表現できないということであり、ここにも Dモ
ードから Iモード、そしてまた Dモードへと認知モード間の行き来（Mモード）があり、そこ
に新たな表現が生まれている。「やばい」という表現が＜美味しいケーキ＞に適用されて「特
段に美味しい」を意味するようになるのも、Dモードから Iモード、そこからまた Dモードへ
という認知の行き来（M モード認知）による。この論文の中核部分では、「苦楽し」に類する
修辞的なオキシモロン（撞着語法）に、Mモードがどのように反映するのか、より広範な認知
言語学の観点から、説得的に論じられている。 
第 6章、第７章では、Mモード認知のメカニズムをより詳細に論じながら、また説明の対象
となる言語データを増やしながら、Mモード認知の言語への反映がより普遍的であることを論
じている。第８章は、まとめと今後の課題と展望である。 
以上が、本論文の核心部分と論文構成の概略であるが、とりわけ次の２点で本研究は高く評
価される。一つは、「間」へのアプローチが徹底して認知的観点からのものであるという点で
あり、もう一点は、日本語、日本文化に関する認知言語学的研究で、Iモードや Dモードに類
する認知様式を別々に導入する研究は多く認められるが、認知モード間の行き来（M モード）
を想定し、それが日本語や日本文化の「間」の概念に反映していることを示し、その更なる適
用可能性をも示唆する端緒となる研究だという点である。Mモード、あるいはそれに類する認
知様式の、特に言語とヒトにとっての意義に関する議論が活発になるであろうことが十分予想
される。本研究は、認知言語学の中核にある認知文法理論の認知モデルに修正を迫るものであ
り、また世界を理解するための知の多様化に深く寄与する研究になっている。 
しかし本論文には問題がないわけではなく、複数の審査委員から指摘があったように、英語
による提示の問題がある。先行研究の内容紹介の段階では非常にうまく提示されているが、独
自の議論展開の際に、英語で十分意が尽くされていない。ただし、この点は、今後考察を深め、
馴らし、とりわけ英語表現の難しい内容の表現スキルを意識的に磨くことによって、十分克服
可能であり、独創性豊かな本論文の価値をそこなうものではないと判断される。おそらくこの
レヴェルであれば、英語表現のスキルを磨くことが、考察を深めることに直結していると思わ
れる。以上のような審査を経、審査委員会は全員一致で、本論文が博士学位論文の水準に十分
達していると評価し、合格と判定した。 
 
 
